
第２回いきいきパワーアップ週間に合
わせて保健指導をしました。

第７号

令和６年１１月２１日

三条市中野原329
TEL(0256)46-2024
FAX(0256)41-2660

□■□ヤギとイチョウと学ぶ学校□■□
しただの郷学園 三条市立笹岡小学校 学校便り

HPも随時
更新中

【 資料：スイッチのきりかえ 】

先日、委員会の決意発表がありましたね。そのとき

の４～６年生の凛々しい姿、皆さん覚えていますか？

全員が背筋を伸ばし堂々とした態度で発表していまし

た。校長先生はとても感動しました。(中略）

発表するときは背筋を伸ばす。勉強するときは集中

する。遊ぶときは笑顔で思いっきり遊ぶ。今はどのス

イッチを入れればいいのか、自分でしっかり考え、判

断しましょう。笹岡っ子なら、やればできる！！

全校朝会(校長の話）11/8

いきパワ保健指導シャトルラン記録会 11/8

シャトルラン記録会をしました。子ど
もたちは、自己ベスト更新を目指し、保
護者の皆様の応援を励みに、全力で走る
ことができました。
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＜シャトルラン：20ｍ往復を繰り返す持久走＞
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「第20回私のメッセージ三条市小学生大会」が三条市中央公民館で行われました。

笹岡小学校代表は、６年生の坂井千隼さん「タイトル：スイーツで人を笑顔にする

ために」です。スペースの関係で細かい字になりましたが、全文を紹介します。

１２月の予定
3
日

火 フッ化物洗口
17
日

火 フッ化物洗口

４
日

水
笹小祭り
避難訓練（引き渡し訓練）
第３回学校運営協議会

20
日

金
全校給食・清掃後
下校

５
日

木 ＡＬＴ来校
23
日

月
全校給食後下校
（給食最終日）

10
日

火
フッ化物洗口
ウィンターフェスティバル
ＡＬＴ来校

24
日

火
２学期終業式
全校３限後下校

11
日

水
地域子ども会（5限）
クラブ最終

25
日

水 冬季休業（～1/7）

16
日

月 ＡＬＴ来校
1月8日(水)3学期始業式

授業3限給食後下校

ヤギちゃんニュース

私のメッセージ三条市小学生大会 11/9
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みなさんの将来の夢は何ですか？ぼくの夢は、パティシエになることです。パティシエになりたいと思ったきっかけは、

ぼくのお父さんの作ったスイーツです。ぼくのお父さんは、お菓子作りや料理が得意です。チーズケーキやレアチーズ
ケーキ、すごく大きいプリンなどを作ってくれます。お父さんが作ったスイーツを食べると嬉しい気持ちになり、自然と笑
顔になります。ぼくはそんなスイーツを作ってくれるお父さんに憧れをもっています。
ぼくは、お父さんのまねをして、たまにお菓子作りをします。その中でも得意なのが、コップ１杯分のプリンです。お父

さんみたいに、大きくはできないけど、味は、すごくおいしいです。他にも、みたらし団子や、ドーナツも作りました。どち
らともお手本みたいに上手にはできなかったけど、自分が作ったスイーツを家族がおいしそうに食べてくれると、とても
嬉しくなります。笑顔だともっと嬉しさを感じます。この経験から、ぼくはたくさんの人をスイーツで笑顔にしたい、と考え
るようになりました。そのために、ぼくが取り組んでいきたいことを二つ話します。
一つ目は、何度もお菓子作りに挑戦することです。ぼくの夢をかなえるためには、今からたくさんのお菓子作りに挑

戦する必要があります。お菓子作りは、成功するときもあれば、失敗することもあります。失敗すると「もう一回やってみ
よう」という気持ちになります。その失敗を無駄にせず、今後のお菓子作りに生かさなくてはならないと思います。その
ために、失敗した時のスイーツから、どうして失敗したのかを考え、改善点を見付けていきたいです。また、ぼくはたま
に友達にお菓子を作ることがあります。友達から意見や感想をもらい、その意見をこれからのお菓子作りに反映させた
いです。友達に「おいしい！」と言ってもらい、笑顔になってもらうのが目標です。実際に喜んでもらえたら自信がつくと
思います。経験を積んで、自信をつけて、パティシエになるための道を歩んでいきたいです。
二つ目は、笑顔になるためのスイーツを開発することです。人が笑顔になれるスイーツには、「おいしさ」「栄養」「見

た目」が含まれていると思います。僕は、それらが全て取り入れられているスイーツを開発したいです。「おいしさ」を追
求するために、一番おいしさが引き立つ材料の分量で作れることを目指します。そのためにも、何度も同じスイーツを試
作し、食べ比べをして、どの分量だと一番おいしさが引き立つのか確かめたいです。「栄養」を追求するためには、野菜
を使った栄養満点のスイーツ作りにも挑戦したいです。人参やほうれん草、カボチャなどの野菜を材料に取り入れ、ビタ
ミンなどの栄養素が入ったスイーツを作られるように、どの野菜がスイーツに合うのかを試したいです。「見た目」を追求
するためには、美しさが重要です。スポンジの形が崩れないように、キッチンペーパーでしっかりと型を取ったり、見た
人が楽しくなるようにスポンジの形を星型などにする工夫をしたりして、みんなを笑顔にさせたいです。
笑顔になると幸せな気持ちになります。ぼくは、世の中を幸せな気持ちでいっぱいにしたいです。ぼくが作ったスイー

ツで、みんなを幸せにできたら、とても嬉しいです。ぼくは、そんなスイーツが作れるパティシエになりたいです。
もしも、パティシエの夢がかなったら、友人や、家族を招待して、おいしいスイーツを食べさせたいです。そして、テレ

ビや新聞、雑誌から、取材を受けられるようになりたいです。テレビなどに映ると、いろんな人に知ってもらい、興味を
もってもらえる可能性があります。そうすると、よりたくさんの人にスイーツを食べてもらえると思います。それが今から
楽しみです。みなさん、将来ぼくがお店を出したらぜひ来てください。そのときは、皆さんが笑顔になれるスイーツを提
供します。


